
令和８年度 第１回 三方原中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和８年４月２４日（金） １４時００分から１６時００分まで 

２ 開 催 場 所    三方原中学校 被服室 

３ 出 席 委 員    中川 秀三、鈴木 登志郎、中村 雅俊、中村 雅臣、夏目 悦子、 

     大津 和也、横道 麻理佳 

４ 欠 席 委 員  細川 銀河 

５ オブザーバー 澤木 克彦（三方原協働センター所長）         

６  学      校  足立 成寿（校長）、山下 剛功（教頭）、大津 幸三郎(ＣＳ担当)、 

外山 直世(ＣＳディレクター) 

７ 傍  聴  者  なし  

８  会議録制作者  ＣＳディレクター 外山 直世、ＣＳ担当 大津 幸三郎 

９ 司会の教頭から、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議 

が成立している旨の報告があった。  

10 新委員任命  校長より、新委員 3 名に任命書が渡され自己紹介が行われた。 

11 浜松市学校運営協議会規則確認 

   CS 担当大津より浜松市学校運営協議会規則の一部が読み上げられ、確認が行われた。 

12 議長の選出   

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、中川委員から大津委員を推挙 

  する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

13 前回議事録、令和 7 年度学校運営協議会自己評価の確認 

   ＣＳディレクター 外山より前回議事録が読み上げられ、教頭より令和 7 年度学校運営協 

議会自己評価の確認及び今年度の目標についても説明があった。 

14 協 議 事 項  

（１）三方原中学校運営基本方針について 

（２）夢育やらまいか事業(CS 加算分)に対する意見について 

（３）いじめ防止基本方針について 

15 会 議 記 録 

（１） 三方原中学校運営基本方針について 

   議長指示により校長から別紙資料に基づき「令和 8 年度学校運営の基本方針」について

説明があり、委員からは以下の意見があった 

 ・10％ギャップという話があったが、アンケートの結果を見ると、7 割、5 割になってい

る。何をもって 10％ギャップなのか。また、休日の部活がなくなっていくことによって

部活を楽しむことができにくくなっていくと思うが、三中としてどのような考えでいるの

か。（鈴木委員） 

 ・（アンケートの結果で 90％肯定的であるものが多いことを受けて）だいたい 10％できてい 

ないということを 10％ギャップと表現している。(校長) 

・意味がわかりました。（鈴木委員） 

・部活動については後で説明します。（校長） 

 ・積極的な発信をして明確にしていくのはどういう風にしていくのか、具体的な数字で認識 

していくのか、はっきり数字で言ってあげないと工夫が必要だと思う。次のアンケートを 

取るまでに考えていただきたい。アンケートの在り方に疑問を持っている。今の段階から 

動かないと間に合わない。アンケートをする日を予定に入れてほしい。アンケートの工夫 

は必ずお願いしたい。生徒と保護者にアンケートの認識をしていかないとまた同じ結果に 



になる。(大津委員) 

 ・10％ギャップについて数字を上げるにはどういうところで躓いているのか、どういうアプ 

ローチが必要かを見極めることが大事だと思う。アンケートはどのタイミングで聞くかに 

よって結果が違う。数値を上げることがすべてではない。(横道委員) 

 ・10％ギャップを埋めるのは無理。スタンダードが上がるので、みんなできるが僕はできな 

いということが起きる。数字にこだわらないほうがいい。（鈴木委員） 

 ・「そういう子供たちに視点を当ててほしい」と先生方には伝えているので、そういう子が 

  いるという認識ができている。(校長) 

 ・前回会議録の「勉強はできないが挨拶ができる」という言葉は、私が保護者として三中に 

関わっているときの部活の先生の言葉を代弁した。訂正をお願いします。挨拶は人と人と 

の距離を縮めることなので引き続き指導をお願いします。（中村委員） 

 議長の裁決により「令和 8 年度学校運営の基本方針」が承認された。 

（２） 夢育やらまいか事業(CS 加算分)に対する意見について 

   議長指示により教頭から夢育やらまいか事業(CS 加算分)に対する意見について説明が 

あり、今年度も三翔発表会（合唱コンクール）に使いたい。 

議長の裁決により、夢育やらまいか事業(CS 加算分)に対する意見が承認された。 

（３） いじめ防止基本方針について 

 議長指示により校長からいじめ防止基本方針について説明があった。 

 ・いじめを認知するのは、早ければ早いほど対処ができる。(中川委員) 

 ・SNS の問題が一番多い。(校長) 

 ・昨年度のいじめ認知での継続中の内訳は？卒業生？在校生？(鈴木委員) 

 ・在校生です。(校長)  

 ・調子に乗って SNS で発信しがちだが、でたらめなことを発信していいのかということを 

しっかりと教えないといけない。(中川委員) 

 ・継続して指導をお願いします。(大津委員) 

 協議が終了し、議長が解任された。 

16 報告 

 今年度の部活動について校長より説明があった。 

 ・部活動を楽しみにしている子がいる中で、この状態では部活動に入る子が減るのではない 

か。（鈴木委員） 

 ・前から言っているが、市はなぜこのことを対処しないのかおかしい。市が支えればいい 

  ことである。（中川委員） 

  ・部活動がなくなっていくのが目に見えている。（鈴木委員） 

17 協働センター所長より 

  ・アンケートは、困っていることが明らかにされ、解決のアプローチになればいい。頑張 

りましょう。 

18 連絡 

（１） 次回開催日時について 

  CS 担当より第回は 6 月 1 日(月)14 時から 15 時 30 分、第 3 回は 12 月 1 日(火) 14 時から 

15 時 30 分、第 4 回は 2 月 16 日(火)15 時から 16 時 30 分に行うことが伝えられた。 

（２） 次回の熟議内容について 

  この場では具体的な内容は出なかった。 


